
 

評価書（事務局案）の修正箇所について 

 
〇平成 29 年度業務実績に関する評価書（事務局案） 

  修正なし 
 
 
〇業務実績（見込）に関する評価書（事務局案） 

 

 修正前 修正後 
Ｐ３  

 
（下部に１段落追加） 
建学の理念を体現する人材を、広く世に輩出することは、「米百俵の

精神」を大切にする市民の願いである。長岡で学び、長岡へ愛着と誇り

を持つ人材が、将来、幅広い形で長岡へ貢献することを期待する。 
Ｐ９ （３）人事の適正化に関する目標 

・人事評価制度の構築に向けて検討を開始し、一部組織で試行を

開始した状況である。中期目標期間内に制度を構築できるよ

う、取り組みを進める必要がある。 

（３）人事の適正化に関する目標 

・人事評価制度の構築に向けて検討を開始し、一部組織で試行を

開始した状況である。中期目標期間内に制度を構築できるよ

う、取り組みを進める必要がある。また、併せて教職員の意欲

向上にも努められたい。 
Ｐ11 （１）経営の安定化に向けた自己収入の確保に関する目標 

・現状と課題を把握するとともに、安定した財政運用を行うため、

長期財政運営計画を定めている。 

・高校訪問、進学相談会、高校内ガイダンスの開催回数増加や、

総合パンフレットの大幅改訂など、実効性のある学生募集活動

に取り組み、学生数を安定的に確保している。 

（１）経営の安定化に向けた自己収入の確保に関する目標 

・現状と課題を把握するとともに、安定した財政運用を行うため、

長期財政運営計画を定めている。 

・高校訪問、進学相談会、高校内ガイダンスの開催回数増加や、

総合パンフレットの大幅改訂など、実効性のある学生募集活動

に取り組み、学生数を安定的に確保している。今後も引き続き、

学生数を安定的に確保されたい。 

※下線部分が加筆箇所 


